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１．研究目的 

 太陽電池(PV)モジュール内部において，外部よ

り浸入した水分と，封止材であるエチレン酢酸ビ

ニル共重合樹脂とが反応することで酢酸が発生し，

発電能力の低下が生じることが分かっている．し

かし，PV モジュール内部で発生する酢酸の非破

壊検出法は確立されていない．我々は新たな非破

壊酢酸検出法として，金ナノコンポジット局在表

面プラズモン共鳴(LSPR)センサによる光学的な

酢酸検出法を提案する． 

２．実験方法 

 LSPR とは金属ナノ粒子に光が入射した際に，

特定の入射光波長と自由電子振動が共鳴する現象

である．この現象を用いて，金属ナノ粒子の周囲

媒質屈折率変化に伴う，LSPR ピーク波長のシフ

トから酢酸の検出を行う． 

 洗浄したガラス基板に金をスパッタし，金薄膜

を作製する．その後熱アニール処理を行うことで，

金ナノ粒子が点在した金島状薄膜を作製する．さ

らにその上から酢酸と反応する酸化スズ膜を作製

することで，LSPRセンサの作製を試みた． 

酢酸浸漬における酸化スズ膜腐食により，金ナ

ノ粒子周辺の屈折率が変化し，LSPR 波長シフト

が見られる．そこで，LSPR センサに，酢酸濃度

1%の水溶液を滴下し，透過吸光度の経時変化を測

定した． 

 

３．測定結果 

 Fig. 1は酢酸浸漬実験の結果である．Fig. 1(a)は

約 1時間毎に測定した透過吸光度を示しており，

実験前は 780nm付近にあった吸光度ピークが，ブ

ルーシフトする様子が分かる．Fig. 1(b)は，経過時

間に対する LSPR波長をプロットしたものである．  

 これらの結果より，作製した LSPRセンサが酢

酸検出可能であることを確認した． 

 
Fig.1. The results of temporal response of acetic acid aqueous 

solution damping test for (a) absorbance and (b) peak 

wavelength. 
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